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　11月10日（月）、かわうち保育園児による防火パレー

ドが行われました。

　園児たちは、役場前から消防署までパレードし、

地域の防火意識を高めました。

　� 関連ページ　９ページ

かわうち保育園　防火パレード

今月のわだい

■川内村表彰式…………… ２ページ

■ＴＯＰＩＣＳ…………… ４ページ

■お知らせ………………… 10ページ
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KAWAUCHI

永年の功績をたたえ！永年の功績をたたえ！永年の功績をたたえ！
「平成26年度川内村表彰式」「平成26年度川内村表彰式」「平成26年度川内村表彰式」

　平成26年度の川内村表彰式が去る11月
７日、村コミュニティセンターで行なわれ
ました。この表彰は、村表彰条例に基づき
村政発展に貢献された方を表彰するもので
す。
　表彰式は、村功労者をはじめ各関係の来
賓が出席の下、村のためご尽力をいただい
た受賞者に表彰状、記念品が贈られました。
　今年の表彰は福島第一原子力発電所の事
故から村内全般の見回りを行い、村民の安
否確認や治安維持に努めた方、永年消防団
員、文化継承に尽くされた方、原子力発電

所の事故に伴い避難住民への食の確保に尽
くされた方、また、地域福祉の向上や災害
復興等のためご寄付をされた方々で功労表
彰１名、特別表彰９件（個人６名、団体３組）
の表彰でありましたが、受賞者のうち５件
はこの度の東日本大震災からの復興のため
多額の金員をご寄附された皆様です。
　受賞者を代表して三瓶芳太郎さんから謝
辞が述べられました。受賞されたみなさん
おめでとうございます。今後とも村再興の
ため一層のお力添えをお願いいたします。

表彰された方々は、次のとおりです。（敬称略・順不同）

№ 表彰区分 氏　　名 功　績　内　容

１ 功労表彰 三　瓶　芳太郎

原子力発電所の事故から村内を見回り村民の安否

確認と治安維持に努め、避難車両の燃料確保を行

い避難と救助活動に貢献した。

２ 特別表彰 秋　元　英　樹 消防団員として地域住民の安全に寄与された。

３ 〃 菅　波　勇　己 無形文化財三匹獅子の保存継承に寄与された。

４ 〃 猪　狩　社　子
原子力発電所の事故に伴い避難住民への食の確保

に尽力された。

５ 〃
㈱イシフクフタバ

代表取締役社長　望月　隆司
本村地域福祉向上に多額の寄付をされた。

６ 〃 三　本　保　子
ふるさと応援モリタロウ基金に多額の寄付をされ

た。

７ 〃 上　杉　徳治郎 〃

８ 〃 上　杉　　　忍 〃

９ 〃
阪 九 機 械 ㈱

代表取締役　安部　建夫
〃

10 〃
大阪市労働組合連合会

執行委員長　上谷高正
〃
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KAWAUCHI

永年の功績をたたえ！永年の功績をたたえ！永年の功績をたたえ！
「平成26年度川内村表彰式」「平成26年度川内村表彰式」「平成26年度川内村表彰式」

受賞者の皆さま

受賞者代表謝辞

乾杯

表彰の様子

祝宴の様子
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　10月26日（日）、「蕎麦フェスタin川内村」が村民体育センターで
開催され、2,400人の来場者が詰めかけました。
　当日は晴天に恵まれ、朝10時から、かわうち夢工房・尾そば石臼の会・いわき蕎麦塾の３つ

のそば団体の方々に参加して頂き、好きな店舗の蕎麦を楽しんで頂きました。また、どの店舗も

暖かい蕎麦と冷たい蕎麦の両方を提供していました。またその他に、そば粉のクレープ「ル・ブ

ルターニュ」の、そばガレット（そば粉のクレープ生地でチーズとベーコンを包んだもの）を無

料提供しました。

　午後からは鳥羽一郎歌謡ショーが行われました。朝から整理券を待つお客様が大勢詰めかけ、

12時から整理券を配布する予定を前倒しし、11時30分から配布しましたが、準備した座席用整理

券672席は全て配布。１時間と短い時間でしたが、歌の合間のトークではとても盛り上がりました。

▲かわうち夢工房 ▲朝早くから多くの方が並びました

▲鳥羽一郎歌謡ショー
　会場は満員

大盛況!!

蕎麦フェスタin川内村開催!!
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巨大紙ふうせん宙に舞う
南会津町紙ふうせん打ち上げ隊

　10月27日、昨年に引き続き、ＮＰＯ法人

川内村ＮＰＯ協働センター松尾代表、南会

津町紙ふうせん打ち上げ隊代表湯田代表

のご協力により、村民体育センターで巨

大紙ふうせんの打ち上げが行われました。

　巨大紙ふうせんが宙に舞うと子どもた

ちから大きな歓声がわき、スケールの大

きさに感激していました。

　関係者の皆様、大変お世話になりまし

た。

　健康で明るく生きがいのある人生を見出

すため、仲間づくりや、学習の成果を社会

活動に生かすことを目的に、11月４日川内

村民体育センターにて第４回高齢者・婦人中

央学級を開催しました。

　今回は、老人クラブ連合会主催のクロリ

ティ大会と兼ねて婦人の皆さんとともに

ゲームを楽しみました。

　狙った的に思うように入らず、吹き出し

てしまう方や、中央の的に続けて入って得

意満面の方など、応援席の方も笑いと歓声

で和気あいあいとした雰囲気でした。

　ゲーム終了後には、高齢者と婦人が共同

で用意したおにぎりと豚汁を食べながら交

流を深めていました。

クロリティ大会といも煮交流会を開催
　（第４回中央学級）
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第1回市町村対抗福島県ソフトボール大会

　東日本大震災からの１日も早い復興を祈念し、第１回市町村対抗福島県ソフトボー

ル大会は10月18日相馬市の相馬光陽ソフトボール場をメーン会場に開幕し、本村チー

ムは、18日郡山市と対戦しました。

　強豪郡山市を相手に全力でぶつかりましたが、力及ばず０対14で大敗してしまいま

した。

　それでも試合後選手たちは、「来年は、もっと練習時間を増やし、必ず１勝しよう」

と堅く誓いあっていました。

　選手、関係者の皆様大変お疲れさまでした。

来年こそ必ず1勝を誓う
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　10月25日（土）の学習発表会には、150名を

超える来場者をお迎えし、盛大に開催すること

ができました。

　１年生による元気いっぱいの「くじらぐも」

のオープニング。かわいい保育園児による音楽

劇「おおきなかぶ」と「ことばあそびうた」。

元気いっぱいの３・４年生によるユーモアあふ

れる大喜利「しょうてん」では、モリタロウの

友情出演もありました。大きく成長した１・２

年生による劇「お祭りわっしょい」、自信を持っ

て大きな声で台詞が言えました。川内小を引っ

張る５・６年生、劇「Towards　Tomorrow ～明

日に向かって～」の中で、これまでの学習の成

果をもとに川内村への思いをしっかりと伝える

ことができました。そして、最後は６年生秋元

千果さんによるエンディング、震災後からこれ

までの思い、仲間のすばらしさと支えてくれる

人たちへの感謝の思いを堂々と発表することが

できました。

  「子ども達から元気をもらいました。」、「自

分たちもがんばらないとね。」、「感動で涙が出

ました。」　「川内の光を見たような気がしまし

た。」、「戻ってくる勇気が出ました。」、「来年も

楽しみです。」来場者の皆様からいただいた感

想です。『とどけよう感動！とどけよう最高の

笑顔！』子どもたちの思いは十分伝わったこと

と思います。保護者の皆様、地域の皆様のご支

援に深く感謝いたします。

とどけよう感動！とどけよう最高の笑顔！
　～川内小学校学習発表会開催～

五社の杜サポートセンターが
警察官立寄所になりました

　平成26年10月27日より下川内宮ノ下地

内にあります五社の杜サポートセンター

に警察署の警官が立ち寄ることになりま

した。これを記念し、ふたば警察署長と

川内村長による「警察官立寄所」の看板

が設置されました。

　今後も村民皆様の安心・安全のため、

また川内村の事件・事故防止のために活

動することを約束してくださいました。
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 太陽光発電事業の基本協定について   
　

川内村とユーラスエナジーホール

ディングスが、村有地での太陽光発電事

業を進めるために、10 月 30 日（木）に

締結式を取り行いました。当日は、基本

協定書に遠藤村長とユーラスエナジーの

清水正己社長が署名を行い、村内でのメ

ガソーラー発電事業が進められることと

なりました。場所は上川内高塚で、田村

市との境界近くにある村有地です。

　川内中学校の文化祭「第19回清流祭」が去る10月31日、川内中学校内で開催されました。

　学年別の発表では、１年生は「職場体験での学んだこと」、２年生では自分たちで作り

上げた創作劇を、３年生では自作の動画の放映、1086回もの撮影で、５人が協力し目標を

あきらめず、最後まで成功するまで成しとおした動画の１ショットに熱いものを感じまし

た。

　音楽発表や体育発表でも来場者に感動を与える素晴らしい発表でした。

　生徒の皆さん一人ひとりの「無限大の力」を合わせた文化祭は盛会に終了となりました。

【無限大の可能性を】
～川内中学校文化祭～
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 11月10日（月）川内村役場前から消防川内出張所まで、かわうち保育園

児による幼年消防クラブ防火パレードが行われました。はっぴ姿の園児

たちが、「火の用心」の音楽にあわせて拍子木を打ちながら元気よくパレー

ドし、閉会式では、「わたしたちは、火遊びはゼッタイしません！元気な

よい子になります！」と誓いのことばを言いました。

火遊びはゼッタイしません！

　　幼年消防クラブ防火パレード　　

川内村役場前から
消防川内出張所まで　元気にパレード

☆　炭の火おこしは危険です。

☆　カセットコンロを２台以上並べて使用しないで下さい。

☆　カセットコンロをおおうような大きな調理器具は使用しないで下さい。

□お問い合わせ　　富岡消防署　０２４０－２５－２１１９
　　　　　　　　　　　  浪江消防署　０２４０－３８－２１１９

【平成２６年度全国統一防火標語】

もういいかい　火を消すまでは　まあだだよ

カセットボンベは
必ず使い切って捨てましょう！

◇下記のような使い方は、コンロ本体に熱が伝り、ボンベの爆発や

　 テーブルの破損、事故の原因となります。絶対にしないで下さい。

☆　ガスが残ったまま捨ててしまうと、収集車内で
火災の原因になります。ガス抜きをして、
正しい方法で捨てましょう。

☆　ボンベを振ってシャカシャカ音がしたら、
　　 まだガスが残っています。
　　 完全に使い切って捨てましょう。

双葉消防本部からのお知らせ

今年も残すところあと１ヶ月となりました。寒さが厳しくなり、鍋料理を食べる機会も増えてきます。

今回はカセットコンロの注意点を紹介します。取扱に注意し、今年１年を締めくくりましょう!!
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第
２
回
仮
設
処
理
施
設
運
営
協
議
会
の
開
催

　

５
月
29
日
に
起
工
式
が
行
わ
れ
た
五
枚
沢

地
区
に
建
設
し
て
い
る
旧
警
戒
区
域
内
の
可

燃
性
廃
棄
物
を
焼
却
処
理
す
る
施
設
の
円
滑

な
運
営
を
図
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
運
営
協

議
会
の
会
合
が
10
月
18
日
に
現
地
の
工
事
事

務
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
に
は
第
８
行
政
区
の
５
名
の
委
員

及
び
村
役
場
、
福
島
県
、
環
境
省
か
ら
合
計

12
名
の
委
員
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
議
会
で
は
、
仮
設
処
理
施
設
稼

働
に
伴
う
環
境
へ
の
影
響
を
検
討
し
た

　

「
生
活
環
境
影
響
調
査
書
」（
概
要
版
）
の

紹
介

・
事
業
者
か
ら
の
工
事
の
進
捗
状
況
報
告

・
放
射
能
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
設
置
位
置

　

の
検
討
、
承
認

・
第
８
行
政
区
住
民
に
対
す
る
施
設
見
学
会

　

実
施
時
期
の
検
討

・
第
３
回
運
営
協
議
会
の
開
催
時
期

　

等
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
協
議
会
メ
ン
バ
ー
全
員
で
建
設

中
の
施
設
を
視
察
し
、
順
調
に
工
事
が
進
捗

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

11
月
26
日
に
は
「
火
入
れ
式
（
耐
火
物
乾

燥
開
始
）」
が
行
わ
れ
12
月
に
は
操
業
試
運

転
と
進
み
、
来
年
１
月
か
ら
は
、
１
年
間
か

け
て
旧
警
戒
区
域
内
の
家
屋
解
体
廃
棄
物
や

片
付
け
ご
み
等
を
焼
却
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

TOP I CS★お知らせ◆

平成26年度
双葉郡並びに川内村戦没者追悼式

 10月23日午前９時よりかわうち葬祭センター

「ふるさと」において、先の大戦で亡くなられま

した戦没者の御英霊対し哀悼の誠をささげるこ

とを目的に双葉郡並びに川内村戦没者追悼式が

相双保健福祉事務所長、郡内の町村長・議長並び

に戦没者ご遺族を迎え執り行われました。開式

の後戦没者の御霊に対し全員で黙祷を捧げ、村

長の式辞、代表による追悼の言葉をいただきま

した。その後来賓、ご遺族様による献花を行い、

追悼式を終了しました。

　引き続き、双葉郡並びに川内村戦没者慰霊祭

が川内村遺族会主催により執り行われ、川内村

遺族会 会長秋元和三さんが祭文を申し上げ、上・

下諏訪神社宮司による慰霊の神式催事、並びに

長福寺及び多宝寺住職による仏式法要が行われ

ました。その後参加者により玉ぐし法てん並び

に焼香がおこなわれ、戦没者の魂をなぐさめる

とともに、失われた人々の命の重さを考え、後

世へ伝えていくことを確認しました。
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③
郡
山
市　

若
宮
前
仮
設
住
宅
集
会
所

◆
日　

時　

12
月
10
日
（
水
）

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

④
郡
山
市　

南
１
丁
目
仮
設
住
宅
集
会
所

◆
日　

時　

12
月
14
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

⑤
い
わ
き
市　

四
倉
鬼
越
仮
設
住
宅
談
話
室

◆
日　

時　

12
月
14
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
問
合
せ　

東
京
電
力
㈱
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　


０
１
２
０-

９
２
６-

４
０
４

　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

飲
料
水
・
沢
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

検
査
の
報
告
と
お
知
ら
せ

　

村
で
は
、
毎
週
火
曜
日
に
飲
料
水
検
査
を

希
望
し
て
い
る
世
帯
に
つ
い
て
、
福
島
県
食

肉
衛
生
検
査
所
に
て
飲
料
水
検
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
26
年
10
月
10
日
～
平
成
26
年
11
月
11

日
ま
で
の
受
付
件
数
は

　

井
戸
水
受
付
件
数　
　
　
　
　
　
　

３
件

　

表
流
水
（
沢
水
・
引
き
水
） 

受
付
件
数   

２
件

と
な
っ
て
お
り
、
す
べ
て
の
検
査
結
果
が
Ｎ

Ｄ
（
検
出
限
界
値
未
満
）
で
あ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
飲
料
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
を

受
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
民
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
「
Ｎ
Ｄ
」
と
は
、
測
定
結
果
が
検
出
限
界

今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
・
・
・
第
４
期

■
納　

期　

平
成
26
年
12
月
26
日
（
金
）

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
12
月
26
日

（
金
）
に
、
ご
指
定
の
口
座
よ
り
引
き
落
と

し
ま
す
。

県
民
手
帳
販
売
開
始

　

２
０
１
５
年
の
県
民
手
帳
が
販
売
開
始
と

な
り
ま
し
た
。
役
場
窓
口
で
も
購
入
が
で
き

ま
す
の
で
、
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役

場
復
興
対
策
課
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

一
冊
５
０
０
円
で
す
。

12
月
の
賠
償
金
請
求
に
関
す
る

東
京
電
力
㈱
相
談
窓
口
の
開
設

　

東
京
電
力
㈱
で
は
、
次
の
日
程
で
賠
償
金

請
求
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
相
談
に
あ
た
っ
て
は
、
東
京
電
力
㈱
か

ら
郵
送
さ
れ
た
「
賠
償
金
請
求
の
ご
案
内
」

な
ど
の
関
係
資
料
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

①
川
内
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
１
階
会
議
室
）

◆
日　

時　

12
月
４
日
（
木
）、
18
日
（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

②
郡
山
市　

稲
川
原
仮
設
住
宅
集
会
所

◆
日　

時　

12
月
10
日
（
水
）

　

午
前
９
時
～
午
前
11
時

値
未
満
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
す
。
検
出
限
界

値
は
、
測
定
機
器
や
測
定
条
件
（
測
定
時
間

等
）
に
よ
り
測
定
ご
と
に
異
な
り
、
本
結
果

に
お
い
て
は
放
射
性
ヨ
ウ
素
及
び
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
に
関
し
、
１
Bq
／
kg
未
満
で
あ
る
。

水
質
検
査
は
、
２
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
1
本
を
毎
週
金
曜
日
の
午
後
４
時
ま
で

役
場
住
民
課
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。　

採
取
場
所
・
月
日
・
時
間
・
天
候
を
添
え
て

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

住
民
課
住
民
係

　


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
３

平
成
26
年
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

工
業
統
計
調
査
は
我
が
国
の
工
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
統
計

法
に
基
づ
く
報
告
義
務
が
あ
る
重
要
な
統
計

で
す
。

　

調
査
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や
地
域
振
興

な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
時
点
は
26
年
12
月
31
日
で
す
。

　

調
査
票
へ
の
ご
回
答
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。営

農
再
開
支
援
事
業
（
除
染
後
の
農
地

保
全
作
業
）
の
完
了
報
告
に
つ
い
て

　

営
農
再
開
支
援
事
業
（
除
染
後
の
農
地
保

全
作
業
）
に
つ
い
て
、
個
人
で
作
業
を
実
施

し
完
了
さ
れ
た
方
は
、
役
場
農
村
振
興
課
農

政
係
窓
口
ま
で
作
業
写
真
を
お
持
ち
の
う

え
、
完
了
報
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
ま
だ
作
業
の
申
し

込
み
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
個
人
で
実
施
さ

れ
る
場
合
の
み
役
場
農
村
振
興
課
窓
口
に
て

受
付
い
た
し
ま
す
。
新
規
の
申
し
込
み
は
12

月
12
日
（
金
）
で
締
切
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

農
村
振
興
課　

農
政
係

　


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
５

『
相
双
こ
ど
も
科
学
祭
２
０
１
４
』
開
催

　

「
遊
び
」
な
が
ら
「
も
の
づ
く
り
」
や
「
科

学
」を
楽
し
く
学
ぼ
う
！
第
３
回
と
な
る「
相

双
こ
ど
も
科
学
祭
２
０
１
４
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
に
よ
る
ス
タ
ン
プ
作

り
や
、
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｌ
Ｏ
（
パ

ル
ロ
）」
と
の
対
話
も
で
き
る
。
申
込
不
要
。

参
加
無
料
。
当
日
は
、「
な
み
え
焼
そ
ば
」

や
「
マ
ミ
ー
す
い
と
ん
」
の
屋
台
も
出
る
よ
。

※
屋
台
の
ふ
る
ま
い
（
無
料
）
は
数
量
限
定
で
す
。

◇
日
時　

平
成
26
年
12
月
６
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

◇
会
場　

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
浜
（
南
相
馬
市
）

◇
対
象　

小
学
生
及
び
中
学
生

■
問
合
せ

　

福
島
県
相
双
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部

　


０
２
４
４-

２
６-

１
１
４
２
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お知らせ◆

広報かわうち 平成 26 年 12 月

住
民
課
か
ら
申
告
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

平
成
22
年
分
か
ら
平
成
25
年
分
の
所
得
税

の
確
定
申
告
・
納
付
等
に
つ
い
て
は
、
平
成

27
年
３
月
31
日
（
火
）
ま
で
に
手
続
を
お
願

い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
平
成
26
年
分

の
確
定
申
告
時
期
は
申
告
相
談
が
非
常
に
混

雑
し
、
長
時
間
お
待
た
せ
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

手
続
が
お
済
で
な
い
方
は
、
気
軽
に

住
民
課
税
務
係
（

０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
４
）
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
営
業
・
農
業
・
就
労
不
能
損
害
は
申

告
の
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
申
告
が

お
済
で
な
い
方
は
併
せ
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

モ
リ
タ
ロ
ウ
寄
付
金

千
葉
県 

井
関 

友
子 

様� 

１
０
、０
０
０
円

東
京
都 

千
坂 

和
江 

様  

６
０
、０
０
０
円

　

ご
寄
付
は
村
づ
く
り
な
ど
の
事
業
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
ご
寄
付
い
た
だ
き
た
方
で
、
公
開
に
つ
い

て
確
認
が
で
き
た
方
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

家
屋
の
取
り
壊
し
が
あ
っ
た
時
は
連
絡
を
！

　

平
成
26
年
中
に
住
宅
や
物
置
を
取
り
壊
し

た
場
合
に
は
「
家
屋
滅
失
申
告
書
」
を
住
民

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
家
屋
滅
失
申

告
書
は
住
民
課
窓
口
に
備
え
て
お
り
ま
す
。）

　

申
告
後
、
住
民
課
で
現
状
を
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、
登
記
を
し
て
い
る
家
屋
に
つ
い
て

は
、
法
務
局
へ
滅
失
登
記
の
手
続
き
を
す
る

こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

行
い
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ　

川
内
村
役
場　

住
民
課
税
務
係

　


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
４

第
66
回 
人
権
週
間
の
お
知
ら
せ

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
及
び
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、
12
月
10
日
（
世
界
人
権

宣
言
採
択
日
）の
「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と

す
る
1
週
間
を
「
人
権
週
間
」
を
定
め
、
こ
の

日
を
中
心
と
し
て
、
積
極
的
な
啓
発
活
動
を

実
施
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
福
島
地
方
法
務
局
及
び
福
島
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
来
る
12
月
４
日

か
ら
10
日
ま
で
を
「
第
66
回
人
権
週
間
」
と

し
、
当
該
週
間
を
中
心
に
積
極
的
な
啓
発
活

動
及
び
相
談
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
権
週
間
に
限
ら
ず
、
電
話
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
悩
み
事
が
あ
り

ま
し
た
ら
下
記
の
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　


０
５
７
０-

０
０
３-

１
１
０

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　


０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　


０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

国
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
難
視
対
策

の
各
種
支
援
制
度
終
了
に
つ
い
て

　

国
が
実
施
し
て
い
る
地
デ
ジ
難
視
対
策
の

た
め
の
各
種
支
援
制
度
は
、
平
成
27
年
３
月

末
を
も
っ
て
終
了
い
た
し
ま
す
。
期
限
ま
で

に
地
デ
ジ
対
策
工
事
を
完
了
す
る
た
め
に

は
、
遅
く
と
も
本
年
12
月
中
の
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

　

特
に
積
雪
地
域
で
は
積
雪
の
影
響
か
ら
冬

期
間
の
工
事
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
早
め
の

申
し
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　

総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　


０
５
７
０-

０
７-

０
１
０
１

福
島
地
方
法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

「
田
村
市
役
所
で
登
記
事
項
証
明
書
等
の

交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
！
」

　

田
村
市
役
所
（
新
庁
舎
１
階
）
に
登
記
事

項
証
明
書
等
発
行
請
求
機
を
設
置
し
、
平
成

27
年
１
月
５
日
（
月
）
か
ら
、「
法
務
局
田

村
証
明
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
証
明

書
発
行
業
務
の
運
用
を
開
始
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
設
置
場
所　

田
村
市
役
所（
新
庁
舎
１
階
）

［
福
島
地
方
法
務
局
田
村
証
明
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
］

◆
受
付
時
間　

平
日
（
祝
日
を
除
く
月
～
金

曜
日
）　

午
前
９
時
～
正
午
ま
で
、
午
後
１

時
～
４
時
30
分
ま
で

◆
取
扱
業
務

○
全
国
の
土
地
・
建
物
及
び
会
社
・
法
人
の

登
記
事
項
証
明
書

○
全
国
の
会
社
・
法
人
の
代
表
者
事
項
証
明
書

○
会
社
・
法
人
の
印
鑑
証
明
書
（
印
鑑
証
明

書
の
請
求
に
は
、
印
鑑
カ
ー
ド
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
請
求
す
る
際
に
代
表

者
の
生
年
月
日
の
入
力
が
必
要
で
す
。）

○
動
産
譲
渡
登
記
及
び
債
権
譲
渡
登
記
の
概

要
記
録
事
項
証
明
書

※
コ
ン
ピ
ュ
ー
夕
化
さ
れ
て
い
る
不
動
産
及

び
会
社
等
に
限
ら
れ
ま
す
。

※
要
約
書
及
び
地
図
・
図
面
等
の
交
付
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

◆
そ
の
他　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
交
付
請
求

さ
れ
た
登
記
事
項
証
明
書
等
を
証
明
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
交
付
す
る
取
扱
い
（
セ

ン
タ
ー
交
付
方
式
）
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

福
島
地
方
法
務
局
郡
山
支
局

　


０
２
４-

９
６
２-

４
５
０
５


